
原
因
に
気
付
く

理
想
と
す
る
循
環

ア
メ
リ
カ
の
市
場

滝
の
シ
リ
ー
ズ自

分
自
身
の
思
考
・

行
動
習
慣
チ
ェ
ッ
ク

海
外
市
場
開
拓
の

ス
テ
ッ
プ

整
理
さ
れ
る
と
起
こ
る

プ
ラ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
・

真
逆
の
ス
パ
イ
ラ
ル
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平
成
28
年
1
月
よ
り
社
会

保
障
・
税
制
度
の
効
率
性
・

透
明
性
を
高
め
、
国
民
に
と

っ
て
利
便
性
の
高
い
公
平
・

公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度(

マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度)

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
す
べ

て
の
企
業
で
対
応
が
必
要
と

な
る
の
で
、
研
修
会
に
参
加

し
た
多
数
の
来
場
者
が
熱
心

に
聞
き
入
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
10
月
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
通
知
が
通
知
さ
れ

ま
す
。
利
用
開
始
は
28
年
1

月
か
ら
で
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策

の
三
分
野
で
利
用
す
る
た
め

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
従

業
員
を
雇
用
し
て
い
る
民
間

事
業
者
は
、
社
会
保
障
の
手

続
き
で
対
応
が
必
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

行
政
を
効
率
化
し
、
国
民
の

利
便
性
を
高
め
、
公
平
・
公

正
な
社
会
を
実
現
す
る
社
会

基
盤
で
す
。

■
行
政
の
効
率
化

　

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団

体
な
ど
で
、
様
々
な
情
報
の

照
合
、
転
記
、
入
力
な
ど
に

要
し
て
い
る
時
間
や
労
力
が

大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
す
。
複

数
の
業
務
の
間
で
の
連
携
が

進
み
、
作
業
の
重
複
が
削
減

さ
れ
ま
す
。

■
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　

添
付
書
類
の
削
減
な
ど
、

行
政
手
続
き
が
簡
素
化
さ
れ
、

国
民
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま

す
。
行
政
機
関
が
持
っ
て
い

る
自
分
の
情
報
を
確
認
し
た

り
、
行
政
機
関
か
ら
様
々
な

サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ
を
受

け
取
っ
た
り
で
き
ま
す
。

■
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実

　

現

　

所
得
や
他
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
受
給
状
況
を
把
握
し
や

す
く
な
る
た
め
、
負
担
を
不

当
に
免
れ
る
こ
と
や
給
付
を

不
正
に
受
け
る
こ
と
を
防
止

す
る
と
と
も
に
、
本
当
に
困

っ
て
い
る
人
に
き
め
細
や
か

な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

平
成
27
年
10
月
以
降
、
国

民
の
一
人
ひ
と
り
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

市
区
町
村
か
ら
住
民
票
を
有

す
る
す
べ
て
の
人
に
、
一
人

一
つ
の
番
号(

12
桁)

が
通
知

カ
ー
ド
で
送
ら
れ
ま
す
。
通

知
は
住
民
票
の
住
所
に
届
く

の
で
、
異
な
る
所
に
住
ん
で

い
る
人
は
注
意
が
必
要
で
す
。

※

国
外
に
滞
在
し
、
住
民
票

の
な
い
人
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
は
付
番
さ
れ
ま
せ
ん
。
日

本
に
帰
っ
て
か
ら
取
得
す
れ

ば
通
知
さ
れ
ま
す
。

※

外
国
籍
で
も
、
中
長
期
在

留
者
、
特
別
永
住
者
な
ど
で

住
民
票
が
あ
る
場
合
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
が
付
番
さ
れ
ま

す
。

　

法
人
に
は
、
一
法
人
一
つ

の
番
号(

13
桁)

が
指
定
さ
れ
、

だ
れ
で
も
自
由
に
使
用
で
き

ま
す
。
現
在
、
税
務
署
で
通

知
さ
れ
て
い
る
整
理
番
号
は

今
後
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
は

別
に
運
用
さ
れ
ま
す
。

　

通
知
さ
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
は
一
生
使
う
も
の
で
す
。

一
度
指
定
さ
れ
る
と
、
原
則

と
し
て
一
生
番
号
は
変
わ
り

ま
せ
ん
。
番
号
が
漏
え
い
し
、

不
正
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
場
合
を
除
き
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
は
一
生
変
更
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

平
成
28
年
1
月
か
ら
、
社

会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
の

行
政
手
続
き
で
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
は
三
分
野
の
中

で
法
律
で
定
め
ら
れ
た
行
政

手
続
き
に
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

　 　

　   

目的を認識

現状を把握

主催：公益社団法人　阿波麻植法人会

平成27年5月15日 ハートプラザ住友

マイナンバー制度に関する研修会

高松国税局　法人課税課　情報技術専門官

川村　智

理
想
と
す
る
循
環

近付くと蛙がジャンプ！

踊るホログラムたち

人と自然の関係を表現

３次元空間の滝

滝にうたれるアウディ

滝にうたれる佐賀城

２２分４６秒

徳
島
に
求
め
ら
れ
る
も
の

始
め
に

※

Report

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は

強
い
と
こ
ろ
を
売
り
出
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
使
用

【
社
会
保
障
】

・
年
金
の
資
格
取
得
や
確
認
、

　

給
付

・
雇
用
保
険
の
資
格
取
得
や

　

確
認
、
給
付

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
事
務

・
医
療
保
険
の
保
険
料
徴
収

・
福
祉
分
野
の
給
付
、
生
活

　

保
護
等

【
税
】

・
税
務
当
局
に
提
出
す
る
申

　

告
書
な
ど
に
記
載

・
税
務
当
局
の
内
部
事
務
等

【
災
害
対
策
】

・
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金

　

の
支
給　

・
被
災
者
台
帳
作
成
事
務
等

１
5

2

3

4



ま　

と　

め

や
る
べ
き
こ
と

問
題
の
本
質

市
場
開
拓
戦
略
を

作
る

ア
ジ
ア
の
市
場

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
市
場

最
終
的
な
目
標

海
外
市
場
調
査
を
行
う

自
分
自
身
の
思
考
・

行
動
習
慣
チ
ェ
ッ
ク

整
理
す
る
際
に
か
か
せ

な
い
大
事
な
ポ
イ
ン
ト

整
理
さ
れ
る
と
起
こ
る

プ
ラ
ス
の
ス
パ
イ
ラ
ル
・

真
逆
の
ス
パ
イ
ラ
ル
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空
間
が

　

約
30
年
前
、
私
が
短
大
を
卒

業
し
て
就
職
し
た
の
が
、
当
時

設
立
さ
れ
た｢

Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ｣

で
、
当
時
の
社
員
数
は
10
名
ぐ

ら
い
で
し
た
。
社
長
は
今
も
同

じ
方
で
す
が
、
そ
の
方
に｢

整
理

力｣｢

選
択
力｣

を
学
び
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
を
退
職
後
に
、

有
名
な
大
手
企
業
に
足
を
運
ぶ

き
っ
か
け
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
時
に
行
く
先
々
の
企
業
で

は
、
私
が
そ
れ
ま
で
養
っ
て
き

た
こ
と
が
全
然
で
き
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

優
秀
な
人
で
も
、
探
し
物
の

山
で
宝
探
し
を
す
る
こ
と
に
一

日
時
間
を
費
や
し
て
、
イ
ラ
イ

ラ
し
た
り
残
業
し
た
り
し
て
い

る
の
を
見
て｢

も
っ
た
い
な
い｣

と

思
う
こ
と
が
色
々
と
見
え
て
き

ま
し
た
。
私
に
と
っ
て
当
た
り

前
だ
っ
た
こ
と
を｢

こ
う
し
た
ら

ど
う
で
す
か｣

と
色
々
な
角
度
で

伝
え
る
と
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ

で｢

す
ご
い
ね
！｣｢

目
か
ら
う
ろ

こ
だ｣

と
非
常
に
重
宝
が
ら
れ
ま

し
た
。

　

私
が
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て

い
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
に
伝
え

る
こ
と
で
、
本
来
、
時
間
を
取

っ
て
集
中
し
て
や
り
と
げ
た

い｣
｢

質
の
い
い
仕
事｣

を
す
る
お

手
伝
い
に
な
る
と
思
っ
て
、
こ

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

整
理
す
る
こ
と
で
空
間
が
ス

ッ
キ
リ
す
る
と
、
気
持
ち
も
ス

ッ
キ
リ
し
ま
す
。
時
間
に
も
ゆ

と
り
が
で
き
て
、
ア
ポ
イ
ン
ト

が
入
っ
た
時
も
、
モ
ノ
が
す
ぐ

に
見
つ
か
る
の
で
、
す
ぐ
に
行

動
に
移
し
て
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

め
ま
す
。
何
か
い
い
仕
事
の
依

頼
が
来
て
も
、
準
備
が
遅
い
と
、

断
ら
れ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

■
目
的
を
認
識

　

｢

質
の
い
い
仕
事｣｢

ゆ
と
り｣

｢

気
持
ち
の
イ
ラ
イ
ラ
を
な
く
す｣

｢

ス
ッ
キ
リ
し
た
空
間
を
作
る｣

｢

経
費
削
減｣

な
ど
が
目
的
に
な

り
ま
す
。

■
現
状
を
把
握

　

自
分
が
今
、
仕
事
に
お
い
て

ど
う
い
う
状
況
に
い
る
の
か
、

机
の
上
や
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
の
中

が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
現

状
を
認
識
し
ま
す
。

■
問
題
点
を
明
確
に

　

現
状
を
認
識
す
る
と
、
問
題

点
が
明
確
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

｢

何
か
の
時
に
必
要
に
な
る
か
も｣ 

｢

使
わ
な
い
け
ど
高
か
っ
た
か
ら｣

な
ど
、
言
い
訳
を
し
な
が
ら
抱

え
込
ん
で
い
る
モ
ノ
が
あ
る
は

ず
で
す
。

■
ふ
る
い
に
か
け
て
選
ぶ

　

多
く
の
人
が
失
敗
す
る
の
は
、

モ
ノ
や
情
報
、
人
付
き
合
い
な

ど
、
今
あ
る
全
て
を
入
れ
込
も

う
と
し
て
、
整
理
し
な
い
と
い

け
な
い
け
れ
ど
苦
手
だ
し
時
間

が
な
い
、
イ
ラ
イ
ラ
す
る…

と

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　

大
事
な
こ
と
は
、
自
分
で
ふ

る
い
に
か
け
て
選
ぶ
こ
と
で
す
。

■
手
放
す

　

｢

本
当
に
必
要
な
の
か｣｢

今
も

必
要
か｣｢

大
事
に
し
て
い
る
か｣

な
ど
の
観
点
か
ら
ふ
る
い
に
か

け
て
、
落
ち
て
き
た
モ
ノ
を
手

放
し
ま
す
。
こ
の｢

手
放
す｣

こ

と
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
、
ハ
ー

ド
ル
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。
人

が
決
め
た
こ
と
で
は
な
か
な
か

決
め
ら
れ
な
い
の
で
、
自
分
の

物
差
し
を
考
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、
整
理

整
頓
の
知
識
や
、
や
り
方
で
は

な
く
、
自
分
に
必
要
な
モ
ノ
は

な
に
か
を
選
ぶ
こ
と
で
す
。

　

　   

始　
　

め　
　

に　

※

整
理
が
で
き
て
い
る
と…

・
時
間
に
ゆ
と
り
が
で
き
る

・
ス
ト
レ
ス
が
減
る

・
ム
ダ
な
経
費
が
減
る

・
作
業
効
率
・
質
が
あ
が
る

・
目
的
が
明
確
に
な
る

悪循環好循環

イライラ

時間が
ない

後回し

探し物

スッキリ

ゆとり

すぐ行動

みつかる

(

(

(

(

(

(

(

(
⇒

目的を認識

現状を把握

自分の目的を認識する

現状を把握する

問題点を明確に

ふるいにかける

選ぶ

手放す

収める
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地
方
創
生
2
法
案

絵皿から伸びていく植物

追
わ
れ
る
カ
ラ
ス
、

追
う
カ
ラ
ス
も

追
わ
れ
る
カ
ラ
ス

　

こ
の
他
、
社
会
保
障
・
地

方
税
・
災
害
対
策
に
関
す
る

事
務
や
こ
れ
ら
に
類
す
る
事

務
で
、
地
方
公
共
団
体
が
条

例
で
定
め
る
事
務
に
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
を
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
様
々
な

場
面
で
利
用
し
ま
す
。
例
え

ば
、
毎
年
6
月
の

児
童
手
当
の
現
況

届
の
際
に
市
区
町

村
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
を
提
示
し
ま
す
。

そ
の
他
、
厚
生
年
金
の
裁
定

請
求
や
勤
務
先
で
の
源
泉
徴

収
票
等
へ
の
記
載
な
ど
、
行

政
機
関
や
民
間
企
業
等
へ
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
告
知
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ

れ
た
番
号
カ
ー
ド
が
通
知
さ

れ
る
と
き
に
、
一
緒
に
個
人

番
号
の
申
請
書
が
送
ら
れ
て

き
ま
す
。
申
請
書
を
市
町
村

に
提
出
す
る
こ
と
で
、
個
人

番
号
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、
本

人
確
認
の
措
置
に
お
い
て
利

用
し
ま
す
。
市
町
村
の
機
関

は
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
を
、

地
域
住
民
の
利
便
性
の
向
上

の
た
め
に
資
す
る
も
の
と
し

て
条
例
で
定
め
る
事
務
に
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル(

情
報
提

供
等
記
録
開
示
機
能)

へ
の
ロ

グ
イ
ン
手
段
と
し
て
、
電
子

利
用
者
照
明
の
仕
組
み
に
よ

る
公
的
個
人
認
証
に
利
用
し

ま
す
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
券
面

に
は
、
氏
名
・
住
所
・
生
年

月
日
・
性
別
・
個
人
番
号
等

が
記
載
さ
れ
、
本
人
の
写
真

が
表
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら

の
事
項
は
Ｉ
Ｃ
に
記
録
さ
れ

ま
す
。
相
手
が
コ
ピ
ー
を
取

ら
せ
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
き

た
場
合
、
表
面
は
大
丈
夫
で

す
が
、
裏
面
は
税
や
社
会
保

障
関
係
に
限
る
の
で
、
裏
面

の
コ
ピ
ー
が
必
要
な
時
は
理

由
を
聞
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
番
号
制
度
に
対
す
る
国
民

　

の
懸
念

・
個
人
番
号
を
用
い
た
個
人

　

情
報
の
追
跡
・
名
寄
せ
・

　

突
合
が
行
わ
れ
、
集
積
・

　

集
約
さ
れ
た
個
人
情
報
が

　

外
部
に
漏
え
い
す
る
の
で

　

は
な
い
か

・
個
人
番
号

　

の
不
正
利

　

用
等
に
よ

　

り
財
産
そ
の
他
の
被
害
を

　

負
う
の
で
は
な
い
か

・
国
家
に
よ
り
個
人
の
様
々

　

な
個
人
情
報
が
個
人
番
号

　

を
キ
ー
に
名
寄
せ
・
突
合

　

さ
れ
て
一
元
管
理
さ
れ
る

　

の
で
は
な
い
か

■
制
度
面
に
お
け
る
保
護
措

　

置
①
番
号
法
の
規
定
に
よ
る
も

　

の
を
除
き
、
特
定
個
人
情

　

報
の
収
集
・
保
管
、
特
定

　

個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル
の
作

　

成
を
禁
止

②
特
定
個
人
情
報
保
護
委
員

　

会
に
よ
る
監
視
・
監
督

③
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価

④
罰
則
の
強
化

⑤
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
よ
る

　

情
報
提
供
等
記
録
の
確
認

■
シ
ス
テ
ム
面
に
お
け
る
保

　

護
措
置

①
個
人
情
報
を
一
元
的
に
管

　

理
せ
ず
に
、
分
散
管
理
を

　

実
施

②
個
人
番
号
を
直
接
用
い
ず
、

　

符
号
を
用
い
た
情
報
連
携

　

を
実
施

③
ア
ク
セ
ス
制
御
に
よ
り
、

　

ア
ク
セ
ス
で
き
る
人
の
制

　

限
・
管
理
を
実
施

④
通
信
の
暗
号
化
を
実
施

　

平
成
27
年
10
月
に
従
業
員

の
番
号
を
取
得
し
て
、
平
成

28
年
1
月
か
ら
官
公
庁
に
提

出
す
る
書
類
に
番
号
を
記
載

し
ま
す
。
従
業
員
や
扶
養
親

族
、
金
融
機
関
の
顧
客
、
原

稿
の
執
筆
者
な
ど
は
民
間
事

業
者
に
対
し
て
個
人
番
号
を

提
示
し
ま
す
。
従
業
員
に
は

パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
も
含

み
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
は
、
各
種
法

定
調
書
や
被
保
険
者
資
格
取

得
届
等
に
個
人
番
号
を
記
載

し
、
行
政
機
関
等
に
提
出
し

ま
す
。
民
間
事
業
者
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
管
理
が
規
定
さ

れ
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
事

務
以
外
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を

利
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
従
業

員
の
社
員
ナ
ン
バ
ー
に
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
従
業
員

な
ど
か
ら
取
得
す
る
と
き
は
、

利
用
目
的
の
明
示
と
厳
格
な

本
人
確
認
が
必
要
で
す
。
源

泉
徴
収
や
年
金
・
医
療
保

険
・
雇
用
保
険
な
ど
、
複
数

の
目
的
で
利
用
す
る
場
合
は
、

ま
と
め
て
目
的
を
示
し
て
も

構
い
ま
せ
ん
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
得
す

る
際
は
、
他
人
の
成
り
す
ま

し
等
を
防
止
す
る
た
め
、
厳

格
な
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

本
人
確
認
で
は
①
正
し
い
番

号
で
あ
る
こ
と
の
確
認(

番
号

確
認)

と
②
手
続
き
を
行
っ
て

い
る
者
が
番
号
の
正
し
い
持

ち
主
で
あ
る
こ
と
の
確
認(

身

元
確
認)

を
行
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
施

行
に
向
け
て
、
準
備
を
進
め

て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
、
対
象

業
務
を
洗
い
出
し
た
う
え
で
、

組
織
体
制
や
個
人
番
号
利
用

開
始
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

の
整
理
な
ど
、
対
処
方
針
を

検
討
し
、
組
織
と
し
て
決
定

し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

(

文
責
・
編
集
部)

最
後
に

個
人
情
報
の
懸
念
に
対
応

絵皿から伸びていく植物

机の上で構築される世界

互いに追い合うカラス

ハウステンボスの運河沿いに並ぶ木々

ホログラムの糸で魚釣り

スマートフォンで魚をゲット！

個
人
番
号
カ
ー
ド

魅
力
あ
る
徳
島
を
再
発
見

38

ｚ-

あ
あ
あ
あ
あ

Report

民
間
事
業
者
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
取
り
扱
い


